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【目的】

現在スケーターという人々は世間一般からあま
り良いイメージを抱かれていない、ともすると不
良と同じように考えられているように感じるが、
スケーター自身からするとスケートボードはスポ
ーツ以外の何物でもない。スケートボードという
ものの自由さやスケーターの精神性からなのか、
実感としてスケーターに対して世間一般のマイナ
スイメージやステレオタイプが存在する。
こうしたイメージは、どこから来て、なぜいま

だに残っているのであろうか。おそらく、スケー
トボードに対する理解が足りないことが原因のひ
とつなのではないだろうか。しかし、スケートボ
ードに関する研究自体は少なく、あっても活動場
所に関する研究あるいは動作解析を主としたもの
がほとんどでスケートボードを文化とみなした研
究はこれまでになされていない。
そこで本研究では、スケートボードをスポーツ

として見ることで、それに対する理解を深め、「ス
ケートボード=スポーツ」という図式を再認識する
と共に、スケートボードのおかれている現状を打
破する可能性を示し、そのためのきっかけとなる
ことを目的とする。
【方法】
まずスケートボードをより深く知るため歴史を

辿り、それ自体がどのように発展してきたのかを
調べるだけではなく、その時々の世間のスケート
ボードに対する反応、当時のスケーターの特徴、
主たる活動場所を文献などから読み解いていくこ
とで、スケートボードの現状の根底にあるものを
探る。
次に「スケートボード＝スポーツ」の根拠を得

るためにスニーカーという媒体を用いて、この媒
体が他のさまざまな文化や現象とどのように関わ
っているかを検証し、そこから、スポーツと他の
事柄との関係性に違いを見出す。
最後にスケートボードとスニーカーの関係に注

目し、相互にどのような影響を与えているのかを
見ていきそれまでに挙げた事例と比較することに
よって、他のものとスニーカーとの関係、スポー
ツとスニーカーとの関係、スケートボードとスニ
ーカーとの関係それぞれの違いと共通点を見出す
ことで「スケートボード＝スポーツ」の図式の正
当性を示していく。

【結果と考察】
スケートボードというものは、学術的にはもち

ろんスポーツである。しかしその発生から現在に
至るまでの変遷を辿っていくと、スケートボード
に取り込まれてきた人々やその自由性ゆえに立派
なスポーツとしては見なされたことがなかったこ
とがわかった。
一方現在でも若者文化としても確固たる地位を

築いているスニーカーは、その発生から現在に至
るまでの進化においてスポーツと強く結びついて
いた。発生から何年かはスポーツシューズという
考え方が強かったが、その後ファッションアイテ
ムとして若者たちの間で確固たる地位を築き、現
在でも若者文化として認知されているスニーカー
はスポーツ以外の音楽や風俗などの文化や現象と
も幅広く関係し、互いに普及させたり、流行を生
んだりしてきたという記述も多く存在した。しか
しその中から抽出できたスポーツと他の文化のス
ニーカーにおける決定的な違いは、新たなスニー

カーのジャンルの発生あるいは技術的進化を促し
たかどうかであることが分かった。
以上のことを受けてスケートボードとスニーカ

ーの関係を検証した結果、他の文化同様に互いの
普及に影響を与えることももちろんだが、スケー
トシューズという新たなジャンルを生み出し、メ
ジャースポーツブランドから独自のラインを登場
させ、日々進化を遂げていることが明らかとなっ
た。
「スケートボード＝スポーツ」という図式の正

当性を強めることができたと考えているが、いろ
いろなことを調べていく中で、スケートボードの
最大の良さは服装、場所、年齢など全ての点で自
由なことであり、この図式の確立によるスケート
ボードという競技の体制化を私自身も含めスケー
ターたちは望んでいないということを感じた。ス
ケートボードのすばらしさを知ってもらい、スケ
ーターの社会的地位が少しでも上がることを望む
一方で、今のままアンダーグラウンドなものとし
て存在していく方がスケートボードの本質を保持
できるかもしれないという葛藤が生まれた。
さまざまな考えに至ったが、結果としてスニ

ーカーというものがスケートボードの過去を支
え、そのスポーツとしての将来を開く鍵となる
ことは間違いない。


